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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜東ＳＧＭからの連絡事項＞

・3/5に立ち入り検査があります。残り1か月を切りましたので、カルテ等のチェックを行って

　ください。

・上司評価について、皆さんの意見を読ませていただきました。色々な意見がありますが今後の

　業務に皆さんから出た意見を反映させれるように努めていきます。

・スタッフの勤務変更等があります。

　畑内　涼子スタッフ→2/16から産休に入ります。

　天間　静香スタッフ→2/16から東病棟へ移動となります。まだ勤務が西病棟についています

　　　　　　　　　　　これから勤務調整を行っていきます。

【今後の患者様動向について】

・本日入院が2名あり（馬渡　佐知子様　大久保　美津子様）入院に伴い田野端　忠夫様が北

病棟へ移動となっています。

・今週2名の入院予定があります。入院者に伴い定数がオーバーしてしまうため移動候補を数人

あげています

　中村　清枝様→南病棟へ（週明けにベッド移動メールを出します。）

　岡沼　チエ様→南病棟へ移動候補としてあげています。

　多田　うめ様→西病棟へ移動候補としてあげています。（週明けには主治医へ確認を行います。）

【来週の症例検討患者様について】

・月曜日→十文字　信陽様　　津島　トミ様

・木曜日→大石　清志様　　馬渡　佐知子様

・金曜日→大久保　美津子様　　神田　直樹様

　※受け持ち担当者は資料の作成を行ってください。

＜連絡事項＞

・防災委員会より～２月中に緊急連絡網の電話連絡を行います。いま一度自分の前後のスタッフ

　　　　　　　　　の確認と出られなかった時や出なかった時の対応確認を行ってください。

　　　　　　　　　なお今回は例文も言いますので、伝言ゲームのようにして回していき最後の

方は東ＳＧＭへ例文と出なかった人を伝えてください。

＜患者様連絡事項＞

・清水　徹　様～風邪症状聞かれているため主治医に情報提供しＰＬ細粒が5日分処方となって

　　　　　　　　います。

・岩舘　賢一郎様～シンラック液が無くなった為、主治医に情報提供しシンラック液1本処方と

なっています

・長谷川　陽一様～咳が出でいるとのことで主治医に情報提供し、ＰＬ細粒が5日分処方となっ

　　　　　　　　　ています。

・津島　トミ様～明日ツベルクリン反応検査の判定となっています。

・竹内　恒子様～今週の歯科にメンバーとして入っていますので誘導等お願いします。

・石倉　武雄様～2/18と3/3の9：30から家族勉強会を行います。家族連絡については本日

　　　　　　　　面会にいらした際に伝えています。

・伊勢田　義斉様～ＳＳＴについて現在1グループで行っていますが、同じグループにいる

　　　　　　　　　和田　昌様を嫌がって参加されない為、２グループに変更しています。

　　　　　　　　　１と２グループを合同で行った時に拒否された際は個別に対応してください。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・神田　直樹様～2/15に措置解除予定となっています。作業や活動は最後まで参加されています

最近では他者との過度な交流なく怒りっぽさもなく経過しています。入院形態変更後の気分の変化に注意し観察していきましょう。

＜新入院患者様情報＞

馬渡　佐知子（まわたり　さちこ）様　　年齢：32歳　　　主病名：統合失調症

主治医：田名部Ｄｒ　病室：東Ｄユニット20号室
＜経過＞

　平成21年頃より、職場での人間関係でストレスを感じ、職場にいる際、「他者の会話がドイツ
語のようにきこえる」など幻聴や、幻臭が出現、ストレスを緩和しようと頻回にリストカットを
することがあった。同時期に精神科受診を促され、受診しているが通院には至っていない。平成
23年7月末より子と３人暮らし、育児負担が増し次第に思考抑制、嘔気、呼吸苦など身体不調や
不眠の症状が出現し、幻聴や幻臭が再燃し平成23年8月31日当院を初診し、当院へ定期的に受
診されている。　平成24年1月13日頃より、イライラし物にあたったり、子供を叩いてしまい、
実家に泊まりに行ったとのこと。実家では落ち着いて過ごされているが、自宅へ戻ると、イライ
ラし叩いてしまうことがあるとの事、服薬調整しているが、本人様より入院希望があり、子供を
児童養護施設浩々学園へ2月4日～2月10まで預けることができるとのこと。今回2月4日～1
週間の入院予定となる。

【病棟での情報】

・糖尿病があり２月１０日まで朝内服の治療薬はある。変更なければ２/１０かかりつけである労

災病院に受診する予定。受診後子供を迎えに行く予定でいる。

食事制限はしないも本日実施の採血結果をみて決めていく。本日尿糖４+

・現在は幻覚等の症状は軽減しているが、「黒い影がある」などと言われることあり。

・夜間2～3回覚醒しなかなか眠れないのが苦痛と話す。

・入院前に風邪症状あったが、現在は症状ないとの事。しかし平熱35.0台であるのに36.8℃

の熱あり観察要している。瀧澤小児科から処方されたクラリスは明日朝迄。日直医に状態報告

し飲み切り止めとし、経過観察の指示あり。マイコプラズマ肺炎の疑いの診断を受けていたが、

結果は不明であり、状態観察していく。

・洗濯…家族洗濯　　買い物カードは作成する。（設定額は未定）

・入院期間が長引くようであれば家族が市役所に行って子供の諸手続きを行ってくれる。

→今回は休養目的で入院されているため「つらい」や「くるしい」等自分から言えるように

　介入を行っていきましょう。

大久保　美津子（おおくぼ　みつこ）様　年齢：63歳　病名：重度知的障害

従たる精神障害：てんかん　主治医：安ヶ平Ｄｒ　入院形態：医療保護入院

病棟：東病棟Ｃユニット５号室
＜経過＞

　平成23年2月2日9時30分に、意識レベルの低下、鼾呼吸が出現。頭部CT検査にて脳梗塞の
診断され、家族の転院の了解を得て、八戸市市民病院、救命救急へ転院となる。転院後の頭部Ｃ
ＴやＭＲＩにて脳梗塞はなく、てんかん発作と考えられるとの事です。体動が激しく脳波は施行
できなかったとのこと。今後当院での治療継続の為、本日13時40分医療保護入院となっていま
す。

＜指示内容＞

・入院時採血、胸部X-p、心電図、MRSA、尿検、頭部CT、脳波

・食事形態：粥・キザミ、汁のみとろみ、脂質代謝異常食

・八戸市立市民病院より持参薬あり

　※持参薬服用後、当院の持参薬を服用するよう指示あり。市民病院の薬には当院で処方されて

いたファモチジンとセンナリドは処方されていません。便秘等の症状に注意。

本日排便4日ないためセンナリド1T処方。本日排便がなければ明日浣腸の指示日直医よりあ

ります。

・家族は今後いかなる合併症が起こっても当院での看取りを希望されています
→詳しい内容については金曜日の症例検討会で伝達いたします。

